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皆さんはこれまで、英語ディベートのスキルを学びました。ディベート練習の本質

は、以下の３点を学び、実践することにありました： 
  
 [1] 物事には複数の視点があること   

  [2] 意見を言うこと以上に、聞くことが議論では大切であること 

[3] 合意形成のためには、相手との気持ちの繋がりも必要となること 

この冊子内の活動を通じて、上記の３点を踏まえ、今後の日常生活や大学の研究の場面で、

より上手に周りの人と意見を交換するスキルの定着を図ります。 
 

 

The quintessence of debating is understanding that things can have muti-facets to be properly 

assessed, and that listening to others empathetically can be more conductive to reaching a 

consensus than merely speaking up your ideas. Enjoying activities that follow will remind you of 

these two lessons, and hopefully encourage you to implement debating skills in your life for its 

betterment.  

Note: This booklet was edited as a (very) partial fulfillment for the author’s 

doctoral study at United Graduate School of Education, Tokyo Gakugei University. 

No school shall be granted with the exclusive right to use its content.   

A New Introduction to Debating in Engish 

 

←今回配布するのはこの[１]に関連する内容だけです 

 



2 

 

■ Activity                            

   

自分の短所について（本当に短所だと思っていることではなく、仮に「そう思っている」とい

う設定にします）、相手に意見を求めます。パートナー役の人は、右ページの一覧を踏まえて、

相手の短所を、長所に言い換えてはげましてください。 

 

【活動の手順】 

 1) このロールプレイで用いる、仮の自分の短所を決めましょう。 

   [決め方] 自分の名前のひらがなに対応させ、右ページの索引の項目にしるしをつける 

         e.g.  こばやし → こ「強引な」「興奮しやすい」「こだわりやすい」 

                        は「八方美人な」「反抗的な」 

              や  (「や」はリストにないので、とばす) 

              し「消極的な」 

       *ロールプレイであっても、言うのに抵抗がある短所はスキップしてください。 

 

2) ペアを組みます。じゃんけんで勝った方が、自身の短所について言う役です。負けた方

が聞き役です。 

  3) 勝った方が、相手に自分の気になっている（仮の）短所について話します。聞き役の人

は、それについて、右ページを用いて、右列のポジティブな「リフレーミング」された

語に言い換えてあげて下さい。（３０秒～５０秒程度の時間制限で） 

      e.g.   こばやし「思うんだけど、自分って少し強引なところがあるよね」 

         いのうえ「えー、そんなことないよ。むしろ元気で（エネルギッシ 

ュで）いいと思うよ」 

         こばやし「うーん、それでもさあ、自分の八方美人なところはあん 

             まり良くないよね」 

         いのうえ 「それってつまり、人付き合いが上手ってことだよ！」 

  

   4) 時間制限が来たら、今度は役割を交換して再度行います。 
     

【活動の目的・意図】 

・誰かの悩みを聞くとき、相談を受けるときは「相手が何か思い込みを持っていないか」考えてみて下さい。

今回の活動では「自分の特性は、悪いものだ」という一種の思い込みを解きほぐす練習しました。 

・ディベートの授業では、特定の論題に関してその是非を問いました。その活動を通して、皆さんは物事を

判断する際には複数の視点から見る必要があると学びました。「ベーシックインカム導入」や「積極的安楽

死」といった社会に関わる問題に限らず、皆さんの日常に関わる事柄でも同様のことが言えます。 

・悩んでいることを誰かに相談すると、思いがけず解決法が浮かんだり、肯定的にとらえることが出来るよ

うになります。これは、他の人の違ったものの見方を知ることで、思いがけない気づきが得られる場合が

あるからです。誰か悩んでいる人がいたら、ぜひ話を聞いてあげてください。 
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■ Activity                            

   

1A の活動では、仮の性格を選んでもらい、お悩み相談をしてもらいました。今回は、実際の性

格診断テストを使い、実際の自分の性格について理解を深めます。用いる性格テストは、 MBTI

指標 (Myers–Briggs Type Indicator、マイヤーズ＝ブリッグス・タイプ指標)という６０年前

に公開されたもので、その簡便性から現在でも１つの取っ掛かりとして進路ガイダンス等で使

われることがあります。    参考: The Myers & Briggs Foundation  https://www.myersbriggs.org/ 

 

■【活動の手順 A】オススメ (紙ベース)                                                

 1) 右のページの質問に答えて下さい。 

2) ４分割されたカテゴリーにおいて、それぞれ左の列につけた同意チェックと、右の列につけ

た同意チェックの数を比べ、その数が多い方がそのカテゴリーにおいて優位な特性です。 

3) ４分割されたカテゴリーの、それぞれ優位になった特性を合わせて、（このテストによる）自

分の性格パターンを特定させます（例えば、ETSJ という具合で）。 

4) 続くページの「１６の性格タイプ表」で結果を見てみましょう。 

5) 性格タイプ表では、基本的にポジティブな言葉でそのタイプの人の性格を描写しています。

ひょっとしたらネガティブにとらえていた自身の側面が、案外悪いものではないと思えるか

もしれません。 

6) 近くの人や先生の結果と比べてみると、何か発見があるかもしれません。 

7) 時間の余裕があれば、自分の性格タイプの説明に合致しそうな、過去の具体的なエピソード

が無いか考えてみましょう。 
   

  【参考】 「16 の性格タイプ」とあなたの結果(ESTJ 型)でネット検索してみると、そのタイプの人に適性がある（か

もしれない）仕事の内容など調べることができます。ただし、この MBTI 指標は実施が簡単であることの代償として、

分析精度・結果がとても荒くなっています。今回のタイプはあくまで参考程度にとどめるのが良いでしょう。ちなみに、

現在の就職活動で使われるキャリアガイダンス用の性格タイプ診断では、この何倍もの質問項目に数十分かけて回答

し、約 150 の職種とのマッチングが行われます。 

 

■【活動の手順 B】 (手元にスマート機器がある場合)           

  右の QR コードを読み取り、その先の「16 Personalities」という性格診断テストを最後

まで回答してください。    

  【注】このサイトは英語がオリジナルで、翻訳された日本語がぎこちなかったり、分

析結果の説明が英語のままであったり、高校生向けではない社会人向けの内容であった

りと、少しくせがあります。高校を卒業して、就職活動などを考え始めた時期に、ふと

思い出してもう一度やる場合にはおすすめです。 

 [https://www.16personalities.com/ja]        
【活動の目的・意図】 

・活動 1A で確認した、物事の２面性についてもう一度、今度は自分自身の性格について実際に内省するた

めの活動です。気持ちに余裕があるときに、活動の手順 A(7)に取り組むと、有益な気づきが得られるかも

しれません。 
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■ Activity                            

       

🔶  

➁

 
 

 

🔶                                            

 上の３つの問いについて答えている作文を、右ページに例示します。一つ目はある有名な野球選

手が小学６年生の卒業文集に書いた有名な作文です（誰でしょうか）。２つ目は、10 年ほど前にとあ

る大学の給付奨学金に申請する人のために、小林が書いた推薦文です（推薦した本人の許可を貰っ

ています）。 それぞれ上記の 3 点がどう具体化されているのか、読み取ってみましょう。またその

際には、どのようにその人のポジティブな側面が書かれているか、前述の「リフレーミング辞書」

に出てくるような表現を探してみましょう。 
 

【参考】英文での志望書の参考として、自分（小林）が数年前、English Speaking Union というイギリスの団体

が行っていた、英語スピーキング指導者への助成金制度に申し込んだ際の書類の一部を転載しました。また、同

じ助成制度の申請にあたって、日本の元カナダ大使の方に書いていただいた推薦状も許可を頂き、掲載してあり

ます。世の中には他にも英文推薦状の文例はありますが、掲載の許可の得やすさからこれら２例を載せました。 

 

🔶                                            

 志望書に書かれている具体的なエピソードの多くは、皆さんが英語ディベートのスピーチ作

成で学んだ、「問題解決(problem & solution」の文章展開が用いられています。再度読み直して、

どのような問題に対して、どの様に取り組んだのかが書かれている部分を探しましょう。 
 

【これからすること】 以上の活動の後は、自身が大学に進学するにあたって志望書に取り入れる内容を考えてみ

ましょう。考える過程を通して気づくこともあり、１つの志望書が完成するまでには相応の時間が必要です。

文章の分量や文体についてなど、インターネット上で公開されている多くの例を参考にしても良いでしょう。 
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① 僕の夢 

 

ぼくの夢は、一流のプロ野球選手になることです。 

そのためには、中学、高校でも全国大会へ出て、活躍しなければなりません。活躍できるようになるには、

練習が必要です。ぼくは、その練習にはじしんがあります。ぼくは３才の時から練習を始めています。３才

～７才までは、半年位やっていましたが、３年生の時から今までは、３６５日中、３６０日は、はげしい練

習をやっています。 

だから一週間中、友達と遊べる時間は、５時間～６時間の間です。そんなに練習をやっているんだから、

必ずプロ野球の選手になれると思います。そして、中学、高校で活躍して高校を卒業してからプロに入団す

るつもりです。そして、その球団は、中日ドラゴンズか、西武ライオンズが夢です。ドラフト入団でけいや

く金は、１億円以上が目標です。ぼくがじしんのあるのは、投手と打げきです。 

去年の夏ぼくたちは、全国大会へ行きました。そしてほとんどの投手を見てきましたが、自分が大会ナン

バ－１投手とかくしんできるほどです。打げきでは県大会、４試合のうちに、ホ－ムランを３本打ちました。

そして、全体を通して打りつは５割８分３厘でした。このように、自分でもなっとくのいくせいせきでした。 

そして、ぼくたちは１年間まけ知らずで野球ができました。だから、このちょうしで、これからもがんば

ります。 

そして、ぼくが一流の選手になって試合にでれるようになったら、お世話になった人に招待券をくばって、

おうえんしてもらうのも１つです。 

とにかく一番大きな夢は、プロ野球選手になることです。 

 

 

② (ある大学奨学金制度への推薦文) 

 

本生徒は、親族に法曹関係者がいることから法律に関心を持ち、自分が顧問を務める高校の

ディベート同好会に高校 1 年より所属している。豊島区の主催する日本語ディベート大会で

は、本人が中心となりチームで努力をし、優勝をした。また、英語ディベートでは様々な高校

生大会に出場するだけでなく、貴大学にて催された大学生向け大会への見学及び出場など、大

いに活動に励んだ。英語ディベート活動を通して、特にアフリカ地域の内戦への解決に向けた

取り組み、そしてアジアの発展途上国の子どもの福祉について問題意識を持つようになり、英

語ディベートを通して知り合った貴大学の卒業生などからその分野でのどのような貢献が可能

であるか話を聞き、将来の志望を固めるようになっている。 

このように、本人は将来について明確な志望を持ち、前述の貴大学の卒業生で現在はその分

野で働いている者、そして本推薦者であり貴大学の卒業生である自分自身より話を聞き、その

志望の実現には貴大学で学ぶことが欠かせないと深く確信を持つに至っている。日々の生活態

度は他の生徒の模範となるものであり、貴大学で学べるならば、必ず将来は多くの人を助ける

存在になると考えられる逸材である。奨学金の助けがなければ、しかしながら貴大学で学ぶこ

とは望めない経済状況であると本人より聞いており、以上から貴奨学金に本人を推薦いたしま

す。 
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③ How I came to devote my life for the teaching of English oracy skills                                  

Upon reflection, my academic goals have been two folds: to understand the Japanese culture and 

society from the lens of non-Japanese values, and to learn how society shapes us, especially young 

children.  These two interests originated from my family history. Being raised by my grandparents 

for a family reason, I often had the chance to hear their stories about how the lives were like during the 

Second World War and after.  

My grandmother’s brother was a mechanics of fighter planes (called Zero), and lost his life in 

Philippine during WWⅡ.  She often told me that I reminded her of her brother. My grandfather was 

conscripted and after uneventful months in Northeast China, captured by Red Army and became a 

POW in Soviet Union, serving four years in Siberia.   

These family memories passed down to me made me wonder why the Japanese people in the past 

did what they did, and how culture and society mold children, including my grandparents when they 

were young, into who they were.   

These my interests led me to major education and linguistics (focusing on language acquisition 

and cognitive development of children) at college. My teaching practices at high schools in Japan and 

at California (I joined an exchange program at University of California, Santa Cruz) made me realize 

how important talk is for both the children’s learning at home and at classroom. This realization, that 

talk can be a powerful learning tool and can shape who we are, pushed me to look for the way to 

encourage students to talk and share ideas in meaningful ways 

My interest, in no small part stemming from my family history, also guided me to join an English 

debating society at college.  I initially thought that debating was just a good way to improve my 

English skills (which I believe it is), but I gradually realized there is so much more to it than that. 

Sharing ideas, looking for important issues in the world, and understanding what kinds of values our 

society stand on can best be learned from debating, which I was convinced from my eight years’ 

experiences as a university debater.   

Participating in international debating competitions (such as WUDC, Austral-Asians, North-East 

Asians) also allowed me to see international events from different perspectives, identifying what 

assumptions each party involved has.  

These experiences shaped my professional goal, which is to be an (English) teacher who can 

facilitate students to learn to talk and talk to learn in English.  Besides, I came to realize that debating 

skills in English are what students are needing now in Japanese high schools, as they need to face 

social changes caused by aging society and globalization; they need to make tough decisions in the 

future.  

With these background, I am sure that I can contribute for the betterment of our society in a 

unique way, that is, to promote debating in English in ESL or EFL contexts at high school.  
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■ Activity                            

       

🔶  

 

 

 

 

 

 
【右ページの活動その①の解答例】  
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🔶                             

左ページの例[1]～[5]を真似て、以下の[6]と[7]で示さされている２つの事実・分析について、それ

ぞれ相反する結論が導けないか考えてみましょう。 

 

    ・ [上記の分析をポジティブにとらえた結論] 

      

                                         

 

・[上記の分析をネガティブにとらえた結論] 

 

                                         

 

 

 

    ・ [上記の分析をポジティブにとらえた結論] 

      

                                         

 

・ [上記の分析をネガティブにとらえた結論] 

 

                                         

 

 

🔶                                         

これまでの例を踏まえて、同一の事実・分析から相反する結論が導かれている世の中の例を自

分で探してみましょう。 

 

                                          

                                          

                                          

 
 

【これからすること】 英語または日本語を問わず、この複数の観点を探ることはディベートの試合では大切なこ

とです。また、そのようなディベートゲームのみならず、これから何か提案を評価する際や、世の中で議論に

なっている物事について検討する場合は、今回の活動で学んだことを思い出してください。 
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